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要旨
本論文の目的は，医学関連教育において対面学習と比較した同期型遠隔学習と非同期型遠隔学習に

関する文献を紹介し，対面学習と比較したそれぞれの遠隔学習の教育効果を整理することであった．
同期型遠隔学習は，従来の対面学習と比較して知識と技能の教育効果に有意差を認めない可能性が示
唆されたが，学習に対する満足度は高い可能性が示唆された．非同期型遠隔学習は，従来の対面学習
と比較して知識の教育効果は，先行研究ごとに異なる結果であったが，技能の教育効果は高い可能性
が示唆された．学習に対する満足度が高いかどうかは十分に検討されていなかった．同期型遠隔学習
と非同期型遠隔学習は，対面学習に比べて教育効果に劣位性を認めていない先行研究が多かったこと
から，遠隔学習は対面学習を代替できる可能性があると考えられた．

キーワード：遠隔学習，教育効果，医学関連教育
Key words：Distance Learning，Educational Effect，Medical Related Education
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背景

新型コロナウイルス（Coronavirus disease 
2019：COVID-19）により，対面学習から遠
隔学習に移行されている．2020 年現在，世界
は COVID-19 によるパンデミックに陥ってお
り 1,2），従来の生活様式からの変更が余儀なく
されており，教育機関も例外ではない．全国の
大学や短期大学，高等専門学校に対して行っ
た調査では，令和 2 年後期以降の授業形態を
19.3% の学校が全て対面授業を行うと回答した
のに対し，80.1% の学校が対面授業と遠隔授業
を併用することを報告している 3）．大学などの
高等機関においては，COVID-19 の流行前から
遠隔学習が行われていたが，COVID-19 の感染
拡大予防としてフィジカルディスタンスを保つ
ために，従来の対面学習から遠隔学習への移行
が加速的に進められている 4）．

遠隔学習は，従来の対面学習とは異なる利点
を有する学習方法である．対面学習は教育の中
心的な方法であり，遠隔学習にはない利点があ
る一方で，遠隔学習には通学時間が不要である
ため時間的・経済的な負担が少ないことや，情
報アクセスが容易であることなどの対面学習と
は異なる利点を有している 5,6）．どのような教
育目標に対面学習と遠隔学習のいずれかが適し
ているかは明らかにされていないが，それぞれ
の学習の利点を活かすことができれば，学生の
さらなる能力の向上につながる可能性があると
考えられる．

対面学習と比較した同期型遠隔学習と非同期
型遠隔学習の教育効果を整理することが必要で
ある．遠隔学習は大きく同期型と非同期型に分
けられる．同期型遠隔学習はビデオやオーディ
オ会議，ウェブチャットなどのように Live 環
境においてリアルタイムで行うものであり，非

同期型遠隔学習は，事前に用意されたスライド
資料や動画，ディスカッションフォームなどで，
リアルタイムではなく，教育者と学習者の間で
時間的なずれ（教育者が教育するタイミング
と，学習者が学習するタイミングが異なる）が
生じるものである 7）．対面学習から遠隔学習に
移行する際や対面学習と遠隔学習を併用する際
にも，従来の対面学習と比較した際の同期型遠
隔学習と非同期型遠隔学習の教育効果を明らか
にした上で，学習方法を選択する必要がある．
しかし，遠隔学習の有効性を報告している先行
研究では，同期型遠隔学習と非同期型遠隔学習
が混同している場合もあり 8），それぞれの学習
の教育効果が整理されていなかった．

本論文の目的は，医学関連教育において対面
学習と比較した同期型遠隔学習と非同期型遠隔
学習に関する文献を紹介し，対面学習と比較し
たそれぞれの学習の教育効果を整理することで
あった .

遠隔学習の定義

本論文における“遠隔学習”，“同期型遠隔
学習”，“非同期型遠隔学習”について定義
する．遠隔学習は，英語表記では “Distance 
Education”，”Distance Learning”，”On-line 
Education“，”Remote Learning” などの類似し
た用語がいくつか使われている．それぞれの用
語は微妙に異なるが，互換的に使用されており，

“遠隔学習”の確固たる定義は明確には示され
ていない 9）．しかし，Ally は共通の基準として

「学習者が教育者や講師から離れた場所におり，
学習教材にアクセスするために何らかの形の技
術（通常はコンピュータ）を使用していること」
と説明している 10）．遠隔学習の大枠としては，
学習者と教育者が対面ではなく，離れた環境で
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何らかのデバイスを用いて行われる学習を指す
ことであると考えられる．本論文では，遠隔学
習を「教育者と学習者が離れた環境で，同期型，
非同期型に関わらず行われる遠隔学習全て」と
定義した．同期型遠隔学習を「教育者による教
育と学習者の学習がリアルタイムで行われる学
習」，非同期型遠隔学習を「教育者による教育
と学習者の学習に時間的なズレがある学習」と
定義した．

（1）同期型遠隔学習に関する文献紹介
1）【目的】He ら 11）の研究目的は，健康科学学

生を対象に，同期型遠隔学習が対面学習と
比較して，知識・技能・満足度の向上に有
効かどうかを文献的に明らかにすることで
あった．【方法】ランダム化比較試験を行っ
た論文のシステマティックレビューとメタ
アナリシスを行った．【結果】7 編のラン
ダム化比較試験で知識確認テストが行われ
た．同期型遠隔学習は，対面学習と比較し
て介入後の知識に有意差を認めなかった【統
計量標準化平均値差：Standardized Mean 
Difference（SMD） 0.12，95%CI -0.07‐0.32，
p=0.207】．技能の評価は，7 編中 3 編が客観
的指標を用いて行われた．同期型遠隔学習
は，従来の対面学習と比較して技能に有意
差を認めなかった（SMD 0.02，95%CI-0.24
‐ 0.28，p=0.735）．学習に対する満足度は
3 編で評価されており，同期型遠隔学習が対
面学習より満足度が高い結果であった（SMD 
0.60，95%CI 0.38‐0.83，p ＜ 0.001）．【結論】
同期型遠隔学習は，対面学習と比較して知
識と技能に有意差は認めなかったが，満足
度が有意に高いことが示唆された．

2）【目的】Lorenzo-Alvarez ら 12）の研究目的は，

医学部 3 年生を対象に，同期型遠隔学習（3D
仮想世界＊）が対面学習と比較して，放射線
学の学習に有効かどうか明らかにすること
であった．【方法】学生を無作為に，対面学
習群（Real World 群：RW 群）と 3D 仮想
世界群（Virtual World 群：VW 群）に分
類した．両群の講習会の内容は同一であり，
胸部 X 線に関するものであった．VW 群は，
音声チャットや書面チャットを用いてディ
スカッションが可能であった．知識の評価
として，講習会開始前と講習会終了後に放
射線学に関する 12 問の多肢選択式問題を
行った．また 3D 仮想世界による講習会の満
足度の評価として，VM 群には 5 点満点の
リッカート尺度による質問紙と自由記述に
よる評価を行った．【結果】VW 群は，RW
群と比較して知識のテストに有意差を認め
なかった（p ≧ 0.05，RW 群：開始前 4.0 ± 1.3
点，終了後 6.0 ± 1.7 点，VW 群：開始前 4.5
± 1.8 点，終了後 6.2 ± 1.2 点）．講習会に関
する満足度の評価では，「3D 仮想世界での
講習会が興味深かった」「3D 仮想世界は講
習会に適していた」などの項目が高い評価
であった（1-5点の5段階でそれぞれ4.7±0.6
点，4.5 ± 0.8 点）．自由記述によるコメント
では，3D 仮想世界に対して「役に立つ」「興
味深い」「効果的」「やりがいがある」「楽しい」

「快適」「生産性が高い」「教育的」などの肯
定的な意見が多かった．3D仮想世界のメリッ
トについての意見では，「自宅で快適にでき
ることによる利便性」や「対面学習よりも
多くのことを学ぶことができた」などが挙
げられ，デメリットについての意見では，「ア
クセスがしづらい」「接続の問題によって遅
延した」などのシステムの問題が挙げられ
た．【結論】同期型遠隔学習は，対面学習と
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比較して医学生の放射線学の知識に有意差
を認めなかった． 
＊ 3D 仮想世界：インターネット上に構築さ
れた仮想の三次元空間のことを指す

3）【目的】Dirks-Naylor ら 13）らの研究目的は，
薬学部 1 年生を対象に，同期型遠隔学習が
対面学習と比較して，薬学に関する学習に
有効かどうかを明らかにすることであった．

【方法】学生を対面学習または同期型遠隔学
習に分類した（非ランダム）．両群は薬学に
関する 2 つのコース（コースⅠとコースⅡ）
を受講した．対面学習と同期型遠隔学習で
用いられている教材は同一であった．同期
型遠隔学習は，ビデオ会議技術を用いて行
われ，対面学習は，主に講義により行われた．
知識の評価は，2 つのコースともに 4 つのテ
ストと最終試験により行った．【結果】同期
型遠隔学習は，対面学習と比較して，2 つの
コースのテストの正答率に有意差を認めな
かった（コースⅠ：対面学習 80.6 ± 8.1%，
同期型遠隔学習 81.3 ± 8.5%，p=0.409，コー
スⅡ：対面学習 80.3 ± 7.3%，同期型遠隔学
習 80.9 ± 7.2%，p=0.391）【結論】同期型遠
隔学習は，対面学習と比較して，知識に有
意差を認めなかった．

4）【目的】Khali ら 14）の研究目的は，医学部 1
年生から 4 年生を対象に，同期型遠隔学習に
関する認識と満足度を調査することであっ
た．【方法】同期型遠隔学習についてグルー
プディスカッションを行った．記録された
内容を基にサブテーマ，メインテーマを作
成した．【結果】作成されたメインテーマは，
①教育的影響 ②時間管理 ③課題 ④将来へ
の希望の 4 つであった．①教育的影響では，

多くの参加者が，「分野によっては遠隔学習
の方が対面学習よりも効果がある」と回答
した．具体的には，「遠隔学習は基礎科学な
どの理論的な科目に適しているが，臨床的
な科目には不向きである」「遠隔学習の講義
を録画することで何度も講義を聞くことが
できた」などの意見が挙げられた．②時間
管理では，同期型遠隔学習が時間の節約に
なり，学習パフォーマンスが向上したとの
意見が挙げられた．具体的には「大学への
通学時間が無くなり，時間の節約になった」

「時間と労力を節約でき，しっかりと勉強が
できた」「同期型遠隔学習が睡眠パターンに
良い影響を与えた」などの意見が挙げられ
た．③課題では，方法論的課題，技術的課題，
行動的課題がサブテーマとして挙げられた．
方法論的課題は，講義内容の配信の質の問題
と実施上の問題が挙げられた．具体的には

「講義の中に不必要に長いものがあった」「講
師と学生のコミュニケーション不足であっ
た」などの意見が挙げられた．技術的課題
は，インターネットへの接続や遠隔ツール
の使用などの技術的な問題が挙げられ，具
体的には，「講義中にインターネットが切断
されることがあった」「講義のダウンロード
の遅れやインターネットの遅延などの問題
があった」などが挙げられた．行動的課題
では，「視覚・聴覚障害者に対応できていな
かった」「自宅で遠隔授業を受けるのに適し
た場所がなかった」「自宅にいるため自分が
学習していることを家族が理解してくれな
い」などが挙げられた．④将来への希望では，
遠隔学習を希望する者や対面学習を希望す
る者がそれぞれいた．遠隔学習を希望する
者のなかには「遠隔学習は勉強時間の節約
になるが，実践的な講義は対面学習が望ま
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しい」などの意見が挙げられた．対面学習
を希望する意見として「実践的な応用が必
要な科目は，遠隔学習では難しい」「講義に
よっては，講師との積極的な議論や共同学
習が必要なものもある」などが挙げられた．

【結論】遠隔学習には教育的・時間的な面で
肯定的な意見がある一方で，技術面などの
課題も挙げられた．

（2）同期型遠隔学習と対面学習の教育効果
を比較した結果の考察

紹介した先行研究の教育効果を表1にまとめ
た．

同期型遠隔学習は従来の対面学習と比較し
て，医学関連教育における知識と技能の教育
効果に有意差を認めない可能性が示唆され
た 11-13）．同期型遠隔学習は，通学時間が不要で
時間的負担が少ないことや自宅などの環境で学
習しながらチャット機能などを用いて講師への
質問や学生同士でのディスカッションができる
特徴を有する．今回紹介した先行研究では，な
ぜ同期型遠隔学習が対面学習と比較して，知識
や技能に有意差を認めなかったかについては言
及していないため，理由は明らかではない．し
かしいずれの先行研究 11-13）も，「同期型遠隔学
習が対面学習を代替しうることが可能かもしれ
ない」と考察しており，COVID-19 によりフィ

ジカルディスタンスが求められる昨今，新たな
教育方法となる可能性がある．

同期型遠隔学習は対面学習と比較して，学習
に対する満足度は高い可能性が示唆された11）．
対面学習と比較した結果ではないが，同期型遠
隔学習に対する意見として「興味深い」「効果的」

「利便性がある」「時間の節約になる」「遠隔学
習の講義を録画することで何度も聞くことがで
きた」などの肯定的な意見が挙げられた 12,14）．
同期型遠隔学習は，大学で行う対面学習と異な
り通学時間が不要であり，通学時間をほかの学
習に充てることができる可能性がある．また，
リアルタイムで質問や相談などができ，対面学
習の利点の一つを補うこともできることから，
肯定的な意見も多く満足度が高くなった可能性
がある．一方で否定的な意見としては「実践的
な学習は，遠隔学習では難しい」「講師と学生
のコミュニケーション不足」「インターネット
の遅延などの技術的な問題」などが挙げられて
おり 12,14），今後対策が必要と考えられた．

（3）非同期型遠隔学習に関する文献紹介
1）【目的】Kyaw ら 15）の研究目的は，医学部

生を対象に，CD-ROM や PowerPoint プレ
ゼンテーションなどの非同期型遠隔学習が
従来の対面学習（対面授業や教科書などの
学習教材を用いた学習）と比較して，知識，

表1：対面学習と比較した同期型遠隔学習の教育効果

対面学習と比較して，有意に高い ( 向上した ) 場合は〇，有意差がない場合は△，
有意に低い ( 向上しなかった ) 場合は×，記載がない場合は－で示した．

同期型遠隔学習 知識 技能 態度 満足度

He 202011) △ △ － 〇

Lorenzo-Alvarez 201912) △ － － －

Dirks-Naylor 201913) △ － － －

Khali 202014) － － － －
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技能，態度，満足度を向上させるかどうか
を明らかにすることであった．【方法】ラン
ダム化比較試験とクラスターランダム化比
較試験を行った論文のシステマティックレ
ビューとメタアナリシスを行った．【結果】
知識の評価は，32 編の論文で主要評価項目
であった．非同期型遠隔学習は，従来の対面
学習と比較して介入後の知識に有意差を認
めなかった（SMD 0.11，95%CI‐0.11‐0.32）．
技能の評価は，6 編の論文で主要評価項目で
あった．非同期型遠隔学習は，従来の対面
学習と比較して，介入後の技能スコアは有
意に高かった（SMD 1.05，95% CI 0.15 ‐
1.95）．態度の評価は，5 編の論文で評価さ
れていたが，アウトカムデータが不足して
おり非同期型遠隔学習が従来の対面学習と
比較して，態度の評価が高いかどうかは検
討されなかった．満足度については，18 編
の論文で評価されていたが，アウトカムデー
タが不足しており，非同期型遠隔学習が従来
の対面学習と比較して，満足度の評価が高
いかどうかは検討されなかった．【結論】非
同期型遠隔学習が，従来の対面学習と比較
して，医学部生の知識に有意差を認めなかっ
たが，技能が有意に高いことが示唆された．

2）【目的】Mahadevan ら 16）の研究目的は，医
学部生を対象に，非同期型遠隔学習が従来の
対面学習と比較して．救急医療に関する知
識の向上に有効かどうかを明らかにするこ
とであった．【方法】学生を非同期型遠隔学
習群または従来の対面学習群に分類した（非
ランダム化）．非同期型遠隔学習は，20 個の
ビデオにより構成され，インターネットを
通じてアクセスが可能であった．従来の対
面学習は，1 週間の集中講義として，教授に

よって行われた．主要評価項目は救急医療
の知識であり，介入前後の知識確認テスト
の点数の差を知識の向上率と定義した．テ
ストは，多肢選択式問題 40 点（40 問）と自
由回答式問題 80 点（40 問）の 120 点満点で
あった．【結果】自由回答式問題と総得点で
は，非同期型遠隔学習は，対面学習と比較
して知識の向上に有意差を認めなかった （そ
れぞれ p=0.32，p=0.18）．多肢選択式問題で
は，従来の対面学習が非同期型遠隔学習と
比較して，有意に知識が向上した（p=0.03：
非同期型遠隔学習群の知識の向上率 18%，
従来の対面学習群の知識の向上率23%）．【結
論】 非同期型遠隔学習が従来の対面学習と比
較して救急医療の知識の向上に有意差を認
めなかった．問題の形式によっては，従来
の対面学習が，非同期型遠隔学習よりも有
意に知識の向上を認めた．

3）【目的】Habibzadeh ら 17）の研究目的は，
看護学生を対象に，非同期でのバーチャル
学習（非同期型遠隔学習）が従来の対面学
習と比較して不整脈の知識が向上するかど
うかを明らかにすることであった．【方法】
学生を無作為にバーチャル学習群と従来の
対面学習群に分類した．両群は不整脈に関
する教育を，3 週間，毎週 6 日，1 日 6 時間
にかけて受けた．バーチャル学習は，不整
脈に関するテキストや画像などが収録され
ている CD とインターネット上の書籍や関
連ファイルなどの教材から構成され， 教材は
3 週間使用することが可能であった．従来の
対面学習は，講義とディスカッションから
構成された．知識の評価は，学習前と 3 週
間の学習後に 30 問の多肢選択式問題により
行った．【結果】学習前の知識確認テストで
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は，2 群間に有意差は認めなかったが（バー
チャル学習群：11.3 ± 2.7 点，対面学習群：
11.2 ± 4.4 点，p=0.916）, 学習後の知識確認
テストでは，バーチャル学習群が対面学習
群よりも有意に高い結果であった（バーチャ
ル学習群：18.4 ± 4.6 点，対面学習群：14.4
± 4.6 点，p ＜ 0.001）．【結論】非同期型遠
隔学習が対面学習と比較して，知識が向上
することが示唆された．

4）【目的】Jordan ら 18）の研究目的は，医学部
4 年生を対象に，非同期型遠隔学習が対面
学習と比較して，急性期医療に関する知識
の向上に有効かどうかを明らかにすること
であった．【方法】学生を無作為に，非同期
型遠隔学習群と従来の対面学習群に分類し
た．両群ともに 4 日間，毎日 45 分の講義を
受けた．対面学習は，従来の教室で“ショッ
ク（shock）”“急性腹痛（acute abdomen）”

“呼吸困難（dyspnea）”“頭部外傷 , （ED 
trauma）”についての講義を受けた．非同期
型遠隔学習は，録音された資料やビデオを
用いて，“ 胸痛（chest pain）”“心電図の解
釈（EKG interpretation）”“疼痛管理（pain 
management）”“現場外傷（field trauma）”
について行った．知識の評価は，学習前と学
習直後，学習 10 週後に多肢選択式問題によ
り行った．また，非同期遠隔学習と対面学
習に対する意識を評価するために，5 段階の
リッカート尺度の質問紙評価を行った．【結
果】学習後の知識の向上率（学習後テストの
正答率‐ 学習前テストの正答率）は，対面
学習群が非同期型遠隔学習群と比較して有
意に高い結果であった（対面学習群：知識
向上率28.4±18.1%，非同期型遠隔学習群：9.9
± 23.2%，95%CI 10.40 ‐ 26.5，p=0.0001）．

10 週後の知識の向上率（学習 10 週後テスト
の正答率‐ 学習前テストの正答率）は，両
群間で有意差は認めなかった（対面学習群：
-14.94%，非同期型遠隔学習群：-17.61%，
95%CI ‐ 3.66 ‐ 9.02，p=0.399）．非同期型
遠隔学習に関する意識を評価した結果では，
95.8% の学生が非同期遠隔学習には柔軟性が
あると評価したが，非同期型遠隔学習が教
育的であると評価した者は60.4%のみであっ
た．どのような学習方法を希望するかとい
う質問に関しては，39.6% の学生が非同期型
遠隔学習，37.5% の学生が中立，23% の学生
が伝統的な対面学習と答えた．【結論】非同
期型遠隔学習が対面学習と比較して，知識
の向上に劣っていることが示唆された．

（4）非同期型遠隔学習と対面学習の教育効
果を比較した結果の考察

紹介した先行研究の教育効果を表2にまとめ
た．

非同期型遠隔学習が従来の対面学習と比較し
て，医学関連教育における知識が高いかどうか
については，4 つの先行研究 15-18）で異なる結果
を示した．唯一，非同期型遠隔学習が対面学
習と比較して，有意に知識が高い結果を示し
た Habibzadeh らの研究 17）では，非同期型遠
隔学習群の学生は，何度も資料を繰り返し確認
できる環境であった，いつでも繰り返し資料を
見直すことができる非同期型遠隔学習の特徴
が，知識の学習に有効であった可能性が考えら
れる．一方で，Jordan らの先行研究 18）は，非
同期型遠隔学習が対面学習よりも知識の学習
に劣っている可能性を示唆している．しかし，
Jordan らの研究も事前に録音した資料やビデ
オを使用しており，自宅で繰り返し確認できる
状況と考えられるため，Habibzadeh ら 17）と
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異なる結果を示した理由は明らかにできない．
システマティックレビューとメタアナリシスで
ある Kyaw の先行研究 15）では，非同期型遠隔
学習と対面学習に有意差を認めていないことか
ら，非同期型遠隔学習は対面学習と比較して知
識の学習に差がない可能性が高いと考えられ
る．学習内容や学習資料・形式などにより結果
が異なる可能性はあるが，非同期型遠隔学習も
同期型遠隔学習と同様に，今後新たな教育方法
となる可能性がある．

非同期型遠隔学習は従来の対面学習と比較し
て，医学関連教育における技能が高い可能性が
示唆された 15）．しかし，Kyaw ら 15）の考察で
言及していないことから理由は不明である．ま
た，技能に関する評価は 6 編のみが主要評価項
目であり，32 編が主要評価項目である知識に
比べて少なく，十分検討されているとは言い難
い．

非同期型遠隔学習が対面学習と比較して，学
習に対する満足度は高いかどうかは十分に検討
されていない．紹介した先行研究の結果には記
載がされていないが，Habibzadeh ら 17）は考
察中で，非同期型遠隔学習であるバーチャル学
習は柔軟性があり，地理的制約を受けない利点
があることを述べており，時間的な負担が少な
いこと，快適な学習ができることが利点として
挙げられる．また，非同期型遠隔学習が金銭的

な負担が少ないことも利点として考えられてい
る 15）．一方で非同期型遠隔学習は，自己で時
間管理ができなければ学習が効率よく進まない
可能性も指摘されており 18），対面学習のよう
に時間・場所に制約がないため，学習への意識
の高い者と低い者で学習結果に差異が大きくな
る可能性がある . 

まとめ

本論文では，医学関連教育における同期型遠
隔学習と非同期型遠隔学習に関する先行研究を
紹介し，従来の対面学習と比較した際の遠隔学
習の教育効果について整理した．本論文で，結
論付けることはできないが，同期型遠隔学習と
非同期型遠隔学習ともに対面学習に比べて教育
効果に劣位性を認めていない先行研究が多く，
COVID-19 によりフィジカルディスタンスが求
められる現在において，同期型遠隔学習と非同
期型遠隔学習は対面学習を代替しうる学習方法
として考えられる．しかし，紹介した先行研究
のアウトカムとしては知識が多く，技能や態度
などに関する報告は少ないことから，今後検討
が必要である．近年では，対面学習と遠隔学習
を併用する混同学習に関するエビデンスも蓄積
されつつあり 19,20），対面学習と遠隔学習それぞ
れの利点を生かした学習が医学関連教育におい

表2：対面学習と比較した非同期型遠隔学習の教育効果

対面学習と比較して，有意に高い（向上した）場合は〇，有意差がない場合は
△，有意に低い（向上しなかった）場合は×，記載がない場合は－で示した．
Mahadevan 2017 は，問題の形式によって結果が異なるため△（×）で示した．

非同期型遠隔学習 知識 技能 態度 満足度

kyaw 201915) △ 〇 － －

Mahadevan 201716) △(×) － － －

Habibzadeh 201917) 〇 － － －

Jordan 201318) × － － －
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て増加する可能性がある．
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Abstract
Due to coronavirus disease 2019 (COVID-19), we are shifting from traditional learning to 

distance learning. Distance learning is a learning method that has different advantages from 
traditional learning. Distance learning is divided into two types: synchronous and asynchronous. 
Previous studies reporting on the effectiveness of distance learning sometimes confuse 
synchronous distance learning with asynchronous distance learning, and it is necessary to 
organize the educational effect of each type of learning. The purpose of this paper was to 
introduce the literature on synchronous and asynchronous distance learning compared to 
traditional learning in medical related education, and to summarize the educational effects of 
each type of learning compared to traditional learning. Synchronous distance learning may 
not show any difference in the educational effectiveness of knowledge and skill compared to 
traditional learning, but the satisfaction with learning may be high. Compared to traditional  
learning, asynchronous distance learning yielded different results from article to article in 
terms educational effectiveness of knowledge, but suggested that educational effectiveness of　
skills  may be higher. Satisfaction with learning was not fully explored. Many papers do not find 
that both synchronous and asynchronous distance learning are inferior traditional learning in 
terms of educational effect. As physical distance is now required due to COVID-19, synchronous 
and asynchronous distance learning can be considered as a supplementary learning method to 
traditional learning in medical education.

Key words：Distance Learning，Educational Effect，Medical Related Education


